	震災時の地域での初動措置訓練

	　東和学区自主防災会の総合防災訓練では，各種訓練コーナーでの参加学区民の体験訓練終了後に東和消防分団と協同して，震災時の初動措置活動の展示訓練を実施しています。

　訓練は，起震車を自宅と想定し，自主防災会役員が扮する居住者が自宅にいる時に地震が発生。
初動措置後，近隣住民が救出器材を持っての救助活動を展開。
消火器や水バケツでの初期消火，応急担架による避難所等までの救護等を行いました。
また，自動応招した消防分団員が地元住民と協同して，救出活動や消防分団の火災防御の放水活動を行いました。
訓練の進行に合わせて，震災発生時の行動要領や分団の活動を説明することで，参加学区民にはよく理解できると好評を得ています。
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	　取組のポイントと効果
●　実際に震災発生時の行動･活動要領など，地震発生直後から避難までの活動を時系列に解説を交えながら訓練進行する。
●　学区民が自身の取る行動などを身に付けやすい。
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